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団体交渉申入れ書 

 

 日頃より福井大学の教育と研究の発展にご尽力されておりますことに対して、心から敬

意を表します。 

 さて、『文京・松岡地区の自動車による入構の有料化及び松岡地区のカーゲート導入につ

いて（案）』については、11月 6日と 10日の 2回にわたって事務担当職員から説明を受け

ました。また、11 月 10 日には 10 月 31 日付で提出した質問状に対する回答も受け取りま

した。これらのご対応には感謝いたします。 

 しかし、これらの情報によって、現状の案では、目的や計画、方法に不十分な点が多く、

その実効性には大いに疑問があることが明らかとなりました。また、自動車での入構者に

とっては、有料化等の措置で一定程度利便性が損なわれることに釣り合うメリットが得ら

れるともとうてい考えられません。また、松岡地区における附属病院への外来患者・家族

向けの有料化措置と、それ以外の文京・松岡地区での有料化措置とを同時期に開始しなけ

ればならない理由も認められません。 

したがって、本組合は、文京・松岡地区の自動車による入構の有料化（案）については撤

回を求めるとともに、以下の１～５の事項について団体交渉を行うことを求めます（現状

の案のうち、松岡地区における外来患者・家族用のカーゲートの導入と、そのために駐車

エリアを分けることは除く）。 

 

 

記 

 

 １．入構料金と区分について 

現状では自動車での入構者と入構目的は学外者を含めて様々であり、利用者の大部分

を占める正当な利用者においては、たとえ課金を開始したとしても、利便性を損なわ

ないよう配慮が必要です。各自動車通勤・通学者の駐車スペースがきちんと確保され

る保障はあるのでしょうか。また、入構者を問わず入構後の１時間程度は無料とする

など、入構料金と利用者の区分並びにその根拠については細かな見直しが必要不可欠

です。  



 ２．得られる財源の使途について 

現状の案では、得られる財源の使途として、除雪費、道路舗装費、植込みの剪定費な

ど、従来は他の予算枠から支出されている経費が多々予定される一方で、駐車場増設

については文京地区で約 60台分の駐車枠を増やすことが計画されているにすぎず、適

切な支出計画とはみなせません。 

 

 ３．計画の妥当性について 

上記２の使途に顕れているように、現状の案は、駐車場の絶対的不足という根本的な

課題を中長期的に解決するビジョンに欠けた不適切な案でしかありません。 

 

 ４．手続き上の問題について 

財務・施設委員会では有料化の方向で進めることを本年 1 月に決定したとのことです

が、教職員等への事前の説明は何もありませんでした。また、今回の有料化案の是非

を判断するのに必要不可欠な基礎的資料は、組合の求めによって組合に対しては 11月

10 日の説明時に示されましたが、工学研究科と教育地域科学部の両教授会での説明で

は示されていません。さらに、当事者であっても職員や学生には説明は何もないまま

です。このような決定手順や説明不足は決して容認できません。現状の案では、有料

化は来年 4月からの実施となっていますが、10月に説明が開始されてから 2ヶ月にも

満たない 12月中に原案のまま決定するのでは余りに拙速で不誠実です。当面は、駐車

場問題解決のための方策を広く募って意見交換を深めるとともに、この問題に対する

認識が全学的に深まるよう努力するべきです。 

 

 ５．通勤手当の支給との整合性 

自動車で通勤している教職員にとっては、新たに生じる入構料に相当する分、通勤手

当が増額改定されるのでなければ労働条件の不利益変更となります。現状の案には「受

益者負担」について言及がありますが、通勤手当の増額改定なしに「受益者負担」を

理由として自動車入構料を徴収するのであれば、通勤手当の支給と入構料の徴収との

整合性について大学法人側は説明する義務があります。 

 

 

以上 


